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し
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学
説
が
げ
っ
七
ヤ
彼
等 
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別
益
に
反
し
か
い
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ぜ
な
ら
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富
者
階
敗
の
享
楽
の
增
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に
向
う
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法
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階
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が
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本
研
究
は
昭
和
一

1
1

十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
：

(

各
個
研
究)

に
よ
み
研
究
成
果
の
一
部
で
：ぢ
る
。■:.

書

評

天
野
元
之
助
著
，
..
:

:
.

『

中
国
農
業
史
研
究

』
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:

■

平
野
絢
子

.

農
業
間
題
は
現
在
国
際
的
.に:

一
つ
の

大
き
.な
課
題
と.

しy

現
わ
れ
づ
マ
ぁ 

る
。
。
爽
、
独
、
，.
仏
、
塊
其
他
の
農
業
基
本
法
の
成
立
、'
E 
•
E
,

c

の

農
業
問 

題
、
又

今
#

の
'モ
ス
ク
ヮ
で
の
フ
ル
シ

チ
ョ

フ

報

告

に

ょ

る

ソ

ビ

エ

ト

農
業
の 

行
づ
ま
り
、"
中
国
に
：お
け
る
農
業
坐
産
倥
滞
に
ょ
る
公
社
箍
済
の
是
非
を
か
け
：
 

た
発
展
の
足
ぶ
み
"

我
が
国
：で
も
農
業
甚
本
法
め
成
立
を
契
機
亡
日
本
経
済
の. 

高
度
成
長
に
ま
き
t

ま
れ
て
'
"激
変
し
で
^ :
く
"'
農
村
の
再
編
成..
' 
一
：
一
.
重

構

造
 

打
開
論
等
。>
こ
：の
期
に
当
0
て
神
谷
慶
浒
氏
に
ょ
れ
ば「

中
国
農
業
史
：と
い
ぅ. 

上
り

.

は」
『

世
界
史
に
於
け
る
農
業
の
地.
位』

と
で
も
い
が
べ
き
1-
:

(

本
書
序
文)  

九.
〇
0

貝
に
及
ぶ
大
著「

中
国
農
業
史
研
究」

が
.上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と 

に
大
き
：な
意
義
を
も
つ
，と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
';,
0

“

姊
人
間
の
生
活
に
欠
<

こ
と
の
出
来
な
ぃ
食
辑
フ
衣
服
の
原
料
&

產
ヒ
ぃ
ぅ
、：
 

財
の
生
靡
の
根
源
的
位
置
を
占
め
て
は
ぃ.

る
-%

の
0

、
：
：，
資

本

主

義

経

済

の

高

度

：
 

办.

発
展
の
中
で
は
そ
の
生
導
的
役
割.

を
に.

な
っ
だ
±
_

の
絢
爛
だ
凑
資
本
^ :

補
V
技
術
舉
新
の
：上
げ
潮
を
孤
島
の
ょ
ぅ
に
見
守
る
他
は
な
く
、
.そ
の
ま
ま
そ 

れ
ぞ
れ
各
国
の
現
在
直
面
す
る
.
"農
業
問
題
"
を
は
ら
ん
で
今
日
に
至
っ
た
の 

で
あ
る
。

そ

^

"
員
罾
問
®
〃 

の
本
質
は
資
本
主
義
国
、
社
会
主
義
国
を
問
わ 

へ
ず
い
ず
れ
に
し
て
も
消
費
財
生
產
め
一
方
.の
猶
と
し
.て
の
農
業
生
產
が
、
工
業 

に
：お
け
る
.労
働
生
.産
性
'办
テ
A
ポ
ょ
り
は
る
か
に
お
く
れ
る
構
造
的
特
質
に
基 

く
こ
ど
が
.ら
生
ず
る
諸
問
題(

農
産
物
価
格
其
他)

を
め
ぐ
る
：も
o

で
あ

る

こ 

と
は
明
ら
が
_で
あ
り
、1
そ
：の
歲
に
こ
：そ
農
林
省
農
業
綜
合
研
究
所
で
各
国
農
業 

発
展
の
再
検
討
；
分
析
を
通
じ
.て

:»
将
来
の
日
本
.の
農
業
の
-4
後

.
の

発

展

に

対 
.

す

る

生

き

：た
：
教

訓

"
"と
0 :
て
各
国
農
業
史
研
究
計
画
が
た
て
ら
れ
た
所
以
が
あ 

る
。'
本
書
ば
天
野
博
±;
独

自

：の

御

研

究

で

あ

る

'
.が
、
こ
の
点
か
ら
そ
の
一
環
と 

し
.て
農
綜
研
の
委
託
研
^ .
上
し
て
.懇
請
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

匕
こ
ろ
で
本
書
ば
，
さ
き
に
：

「

支
那
農
業
経
済
論」

：上
> 
中
巻
、：

そ
の
下
巻 

に
相
当
す
る「

中

国

，^
業
：の
諸
問
逋」

上
：•.下
巻
を
刊
行
さ
れ
た
天
野
元
之
助 

.

博
士
が
.「

後
半
生
を
か
け
た」

：と
1:
>
わ

れ

る.'
経

済

学

的

方

法

論

に

支

ぇ

ら

れ
 

■
た
中
国
農
業
生
産.
の
最
も
具
体
的
，
体
系
的
検
証
で
あ
る
。
第

一.

編
作
物
編
め 

第
- -.

章
黍
，
稗
、•
粟

，
；
梁

考

、
：

;.
;.
:第
亡
章
麦
考
、''
'.
第
三
章
稲
考
、
第
‘四
章
中
11
の 

養
蚕
考
'

第

' --
!i

栽
培
編
の
第.「

章
水
稲
作
技
術
の
展
開
、.

第
一
一
章
棉
作

‘の
：
展 

_

、''
第
ー
：
一
ー

.
編
農
具
編
0
第
1;
章
青_

製

農

具

考

、

第
ブ
一

:
章

：
ス

キ
.
の
発
達
、
第
三. 

章
ゥ
ス
ね
発
達
、：
ょ

:̂
成
る
本
書
は
殷
以.
前
ょ.
り：

秦.
，
漢
を
経
て
唐

•

宋
•

、
元
'■
•
;明
f
 

.
清

'
民
国
か
あ
現
'共
和
国
片
戈
ぶ
長
1!
\
:
時

期

の

濃

書

に

も

と

づ

ぐ

豊
 

:

富
適
確
な
検
証
に
ど
ね
ま
ら
ず
，
#

働
烀
象
故
し
て
の
：種
子
.の
品
質
改
良
、パ
農
. 

具
の
発
達
，：

次
±-
.地
所
有
:.
'
紙
営
赞
成
、
' 農
業
構
造
造
の
ギ
ヵ
ズ
A
と
そ
れ
ら 

の
発
展
、
停
滞
と
の
関
做
矽
経
済
学
的
分
析
が
相
俟
っ
：で
賛
歎
す
べ
き
成
果
を



鶴c
v

な
し
て
い
る
。
' そ
れ
ぼV:「

『

孟
子』

•■
'■荀

辛1:1:『

管
子』

な
ど
が
伝
え
务
手
、 

労
働
に
太
る
個
別
时
零
細
経
営
今
の
移
行
^
が

^
鉄
製
農
具
の
出
現
に
ょ
石
深
：
.

耕
，
■■
:除
草
'.
',.
刈
り
ど
り
に
お
け
る
労
働
生
産.
性

，
の

上

昇

、
单

位

面

積

収

量

.
の

増

，

.

t

大」

を
背
贵
に
行
わ
れ
た
と
と

.

を
知
ら
し
め
る
と
同
時
に
、

従
来
一
畝
八

•  

九
千
#

^

づ
た
嵇
が
合
作
化
後-^

九
：：五
八
年
に
は
三
厂
五
方
乘
の
密
植
を
行
ぅ
。 

が
、
日
本
の
ょ
ぅ
に
分
藥
し
な
い
主
穂
数
の
増
大
で
增
産
が
行
お
れ

.

た
1_-

こ
と. 

を
尤
ぐ
理
解
さ
：せ
；る
ど
ー
い
ぅ
具
合
^

の.

で
あ
る
。.;
.
-
,
- '
:
"

一
：
尨

大

な

古

農

書

の

一

選

捨

、

.
定
本
.の
作
成
、〔

マ
ィ〕

ク
ロ
'ブ
ィ
ル
：ム
.絵

，
図

に

.ょ

る 

確
認
等
に
支
え
ら
れ
’

-支
那
農
業
経
済
論
^
他
の
諸
論
稿
冬
表
裏
-
体
を
な 

す
在
来
農
法
の
. #
明
は
又
、'：新
共
和
国
確
立
後
の
，
経
済
の
社
会
主
義
化
の
過
へ 

程
.で
ひ
み
変
革
‘
導
入
さ
れ
ぅ
る
新
濃
法
、
新
農
具
を
-5
き
ぼ
り
.に
す
^
,
農 

業
経
済
.の
研
究
者
、
.又
社
会
主
義
農
業
の
、メ
カ
'
-

r
ズ
ム
.を
中
国
経
済
の
社
会
^
 

義
的
改
造
過
程
め
中
か
’ら
あ
と
づ
け
ょ
ぅ
ど
す
る
者
ゆ
と 

'っV,

、!■
-殊
に
水
田
稲
. 

作
技
術
と
他
耕
種
>

の
結
合
が
そ
む
メ
力
ニ
ズ
ム
の
中
で
㈣
^
様
ロ
作
用
す
る 

か
に
関
心
を
持
つ
象
に
^

っ
て
'、
..
本
書
の
上
样
は
ま
さ
に
天
か
ら
>
恵
み
の
印 

く
貴
重
な
赠
り
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
.い
で
あ
ろ
ぅ
。
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本
書
の
引
用
文
は
神
谷
教
授
が
：指
摘
さ
れ
るH

ぅ

，に
-»
遠

く

殷

墟

の

甲

骨

文
 

字
か
ら
現
代
の
人
民
.公
社
資
料」

(

序
文)

に
及
び
、
書
評
な
ど
と
お
こ
が
ま
し 

く
云
々
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
'-
.
そ
れ
な
り
の
立
場
か
ら
大
変
参
考
と
..さ
せ 

,て
い
た
だ
1'
'
-
:
;
た
点
を
ニ
、.
.__
.悔

記

し

て

み

た

：
い
。

':

•■
辛
亥
革
命
以
後
の
中
国
民
族
資
本
の
興
隆
と
半
植
民
地
化
の
浸
透
の
間
か
，

ら
、：
官
吏
マ
‘
：
地

主

、

商

入

の

H

一
位
一
体
^
メ
ガ
-.
'
，̂

ム
を
抽
出
し
、
，
論
理
的
に 

整
理
し
、
.
'一
九S

O

年
代
以
降
の
社
会
主
義
革
命
'
:へ
の
傾
斜
とH

ネ
ル
ギ
ー
を 

■農
村
構
造
：か
ら
さ
ぐ
ろ
ぅ
と
す
：る
者
は
誰
し
も
、
所
謂
稲
作
の
北
限
、
趴

@
で 

.
い
え
ば
北
部
小
^
地
帯
と
南
部
ポ
田
地
帯
の
自
然
㈤
諸
条
件
の
社
会
科
学
的
趄 

理
を
通
過
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
周
知
の
.よ
ぅ
に
そ
れ
に
対
し
て
は
バ
ッ
ク
：
 

の"
L
a
n
d

 

Utilization 

i
n
o
h
i
n
a

;-
が
あ
り
、■
小
麦
地
帯
と
水
田
地
帯
の
地
丰 

的
土
地
所
有
の
存
在
形
態
、
小
作
化
.率
' 
富
農
の
形
成
と
性
格
な
ど
は
.天
野
博
. 

士
ひ
阶
著
.

「

支

那

農

：業

経

済

論
1-
:
他
で
学
^

こ
ど
が
出
来
'る
が
、
本
書
は
富
農
h 

と
貧
農
の
生
産
技
術
上
：の
相
違
；
又
そ
0
経
済
的
見
地
ょ
り
，の
理
由
め
解
明
な 

ど
が
与
え
ら
れ
命
な
と
で
、：
定
式
化
さ
か
が
ち
な
/ー.九
ー
：'ー0
年
代
後
半
の
農
民 

:

層
分
解
を
.具

体

的

に

連

解

す

る

：犬

き

.な
助
け
を
与
え
て
く
れ
る
。：

た
と
え
：ば
本 

書
ば
水
稲
.の
種
類
、
：そ
れ
ぞ
れ
の
栽
培
の
理
由
"
'田
梱
と
直
播
、
苗
代
の
様
式 

を
地
域
別
_
説
明
含
.れ
允
冲
で
'
浸
種
催
穿
を
：や
れ
ば
西
代
日
数
が
一
力
月
で 

す

む
'.
.

(

当

然

収

量

に+
'で
.あ

：る
>

が:>
し
が
け
れ
ば
ー
力
月
半
か
か
る
。一 
ー0.
献 

(

大
体
大
雑
把
に
VV
.つ
て
農
家
経
済
再
生
産
確
立
限
界
線)

.

.以

下

の

貧

農

：は
.、

田

植 

適
期
に
'良

ら

日

傭.い
と
な
0
..て
労
働
カ
販
売
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
た
め
に
強 

い
：
て

浸

種

催

芽

を

や

ら

ず

苗

代

日

数

を

ひ

ぎ

：の

ば

す

&
ど
、
秈
と
棟
の
一
代
雜 

種
。
.単
位
商
積
当
り
種
籾
の
.播
種
*

の

解

放

前

後

，の

大

き

な

相

違

は

後

の

密

植 

栽
培
を
考
え
る
上
.に
^'
国

独

自

の

：方

式

と

し

て

重

要

：
で

あ

ろ

5
。
；
：：：
又

解

放

後

に 

お
い
て
.は
、
,在
来
種
の
中
か
ら
優
良
品
種
を
選
び
出
し
、
そ
れ
：#

^
一.

の
環
境 

地
帯
に
ひ
ろ
め
る
~1
種
子
站」

：

(

種

子

ス

テ

ー

シ
-3
ン)

が
実
現
し
、
耐
肥
性
で 

倒
伏
せ
ず
K ：
量
が
高
い
が
生
長
期
間
の
長i

品
種
と
生
長
期
間
の
短
い
品
種
と 

を
並
存
さ
せ
つ
.つ
，
：
一
九
五
一
一
：
年

に

栽

培

面

積

の

五

.
：
‘四
％
:
に
す
ぎ
な
か
っ
た

7水
稲
嵐
截
の
.普
及
^

五
：八

年

に

梂

八

一
ぃ

:
.五

九

年

に

：
は

九
0

%

に
ま
.

で 

_も

ち
w
j
:ん
：

だ
， .(

四

四

七

：
0

,.
:
:
aと

は

、:.
'
.そ

の

良
:@
の

再

検

討

が

取

上

げ

ら

れ

る 

'ベ「

中

央

公

論

J
,

ー
九
六
ー
；
5;
1
1
1
|
|
;
>

石
川
敌
氏
 ̂

.
に
せ
よ
，i

極
^
て
特
筆
さ
れ
る 

ベ
，
き

変

化

ザ

あ
^"

肥
漱
に
ら
い
.て
緑
肥
：•
河

泥
•
人
畜
糞>

 (

灰

：な

ど

.
の

自

給 

肥
料
め
様
式
^.
数
最
"
金
#

の
睦
史
と
、分
布
図
な
ど
も
興
味
あ
る
と
^
ろ
、で
あ
し 

杏
。-:
':;合
作
化
後
も
化
学
肥
料
生
產
.の

絶

対

的

過

小

が

ー

方

で

：は

公

.社

内
_
給

機
' 

構

の

確

立

へ

、
.
他
方
で
.は
.従
来
の
自
然
肥
料
を
ス
ル
に
^

M
^J
ff
l
す

る

‘た

め

に 

如

. ^
様
に
膝
'か
飼
育
ざ
れ
、
池
泥
が
さ
ら
わ
れ
.た

か

が

明

瞭

で

あ

：る
。。

.一

九

四 

〇
年
代
/の
抗
白
内
乱
：期
匕
い
か
に
〃
無
肥
料
水
'準
"(

山

田

盛

太

郎

氏
> 
が
更
に 

ひ
き
下
げ
ら
れ
粗
放
化
じ
た
か
、
従

0
て

水

田

小

農

民

経

罾

〒

'
.の

砠

^

量

增

大 

の
，
：メ

ヵ

ユ
.ズ
.ム
、
の

中

で

し
^

る
.肥
料
投
下
.に
.よ
^
生
産
物
#'
1|
±
|
|
分
割
合
の 

大
き
い
£;
,と
.を
措
く
と
'し
て
%:
、

こ
®:
:超
無
肥
料
水
準
ゝ
，

(

た
と
'え
ば
史
敬
棠
他
.
, 

'
.

「

農
.業
合
作
‘化
速
.動
史
料
.

j 

.J-
冊
.に
.み
ら
れ
る
よ
ぅ
な)

.

.を
前
提
と
す
.
.れ

：ば.
.有

：
効 

肥

料

：
の
；贤

下

が

：
い

が

：に

生

' *
咼

を

太

幅

に

？

5
.ぎ

上

げ

ぅ

る

か

：
と

-い
5;
点
を
相
当 

考
慮
咚
い
.れ
ね
ば
な
«?
-
な
.い
-で

お

ち

ぅ

。
--
'
.す
な
わ
ち
が
：の
大
躍
進
の
折
に
伐
化
' 

学
肥
料
は
生
産
不
足
で
'
. 一§

り
4

が
㈣
も
達
し
<
..い
な
.い
か
ら
、「

ま
^
肥 

料
と
し
尤
は
在
来
の
有
機
質
肥
料
で
.
'敗
当
り
従
来
の
：.ー
—»
千
.な
：い
.し
三
千
斤
を
.

一
万
/7
*.
.
.
,
:

2 1
:

方
斤

.

千
方
/1
*

ど
*

^

て
、.：

空

前

：
の

豊

収

を

あ

げ

た

，が

、
：：
追

肥
と 

1.
'

て.

ゆ

農

村

に

，お
け
；る

± :-

化

肥
廠
ー- :
.0
0

万
：に

よ

る
.

土

化

肥—-
'

億

：
ト

ジ

を

も

使
 

用「

し
'
た〕

：
ぺ

(

四
一
ニ
五
1 -

、
と
：
い

士

れ

る

。

:'-

す
な
わ

'
ち
ー£.

の
：段

階'
に
故
- ^

て

も
±:
だ 

草
肥
丨
養
膝
辕
肥
".
_

が

基

本

的

で

そ

の

だ

：め

ま

農

業

生

産

^

用
い
ら
れ
^
 

_
.

?
^

ガ
©,

四
0

%

も
投
下
さ.
れ.

て
い
る

’
こ

'
と

'
の
指
摘
、
又.

田
植
の
時k

の
根
を

' 

#

輝
肥
料
办
配
合
液
に
つ..
け
る
、
，.

ど
い
：ぅ

よ

ヶ

だ

労

働

対

象

を

^

ぐ

る

技

術

改

、

■
.•
書
：

評
' V

 

.

.

良
が
：地
域
の
特
殊
性
と
し

•

て
い
く
つ

'

か.

示
さ
れ
る.

.

な
ゼ
現
中
国
農
業
生
産
カP

 

•

様
相
が.

よ
く
示
さ
：れ
て
い
る
。

，

. 

，
ご

.

、

八
字
憲
法
内
：に
お
げ
る
旧
新
農
法
の
比
較
は
灌
溉
め
普
及
、
：肥
料
作
成
の
計 

画
的
組
f

実
領
な
ど
^
も
勿
論
大
き
く
.あ
ち
：わ
.れ
.て

い

る

が

特

に

強

調

す

’ベ 

き
：は
集
団
的
企
業
の
成
立
に
よ
る
労
働
の
組
織
化
、
：

(

協

業

，化
..、
分

業

化

を

ふ

く 

.
む)

、.と

そ

れ_
J:
'
る
^
産

様
^

の
.変

化

で

あ

ろ

ヶ

。
''
ー
：
企

業

に.初

級

社

平

均

ー
1ー 

:

o
戸

と

；
し

ず

六

十

人

余

、
高

級

社

：
ー
マ
五

0
ー/=
,:
と

し

：
て
ー
ー

1
0〇

人

：余

の

労

働

カ

が

^ ̂

そ
れ
ぞ
れ
生
産
隊
忙
分
岐
し
て
は
い
る
も
の
の
計
画
的
配
分
投
下
し
う
る
七
す 

れ
ば
'、.，
当

然

豊

產

田

疼

み

ら

.
-t
t

^
'-
i
:う
な
勞
働
力
を
余
.計
：に
.投

下

し

..て

単

位

面 

積
収
.量
：を
あ
げ
よ
5
.と
す
る
.'-
-

「

保」

||
:

作
物
保
護
が
'
.
:

「

密」

，
=
密
植
<

「

肥
し 

と
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
う
る
^
農
業
製
造
と
相
俟
っ
て
北
の
バ
ッ
タ
、
南
の
ゥ 

.
ン
ヵ
も
当
然
の
こ
と
と
じ
て
消
滅
、
' 収
量
の
增
大
を
導
く
こ
と
で
あ
る
。
従
来 

.
八
字
憲
法
.に)

つ
い
：

H

は
現
地
に
お
'い
て
も
我
が
国
に
.お
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
書 

か
れ
ね
料
、
^ ，
書§

何

よ

.0
?

の
強
み
ぼ
、
た
•え
ず
過
去
：の
各
代
に
わ
た
る
農
法 

と
の
比
較
を
通
じ
'て
' 
何
が
、
"ど

：
の

よ

う

に

そ

：
の

相

互

；
に

間

連

.^
て

い

る

こ

の
 

:

極
め
て
中
国
的
.な
〃
農
業
生
産
力
.
"へ
を
高
め
る
i

.
を
形
成
、：
実
現
し
え
た
か 

.
を
行
間
に
語
る
.と
ど
：ろ
•に
あ
る
。へ
た
.と
：え
せ
掃
块
機
A
田
植
機
X
を
一
つ
と
っ 

て
% :
，
；
稲

の

苗.を

機

械

で

：植

え

稀

作

労

働

の

宿

命

と

.い

わ

れ

た

，
田

植

時

の

労

働 

:

の
ピ
：丨
ク
を
緩
和
し
太
う
と
い
う
と
.の
画
期
的
実
施
を
一
つ
の
問
題
と
し
'て
、き 

り

は

：な

し

、
：
入

民

日

取

紙

上

に

そ

：
の

生

產

実

施

が

み

え

な

く

な

っ

P
か

ら

失

敗 

.
で

あ

ろ.^(

ァ

ジ
T
政

経

学

会

.，
；
尾
上
悦
ー
ー

|

氏
報
告)

之
ぃ
う
.よ

う

な
"
視
角
"
.
. 

か
ら
我
々
を
救
っ
て
く
れ
る
。
セ
種
の
挿
块
機
；の
図
解
や
そ
.の
^

用

推

広

±:の 

.解
明
も
さ
り
な
が
ら
フ
戏
-
は

-つ
の
機

.

• 

.八 

一

(
I

 

1 

ニ
五)

.

.



.

.i
,
4.

®

も

た

ず

現

わ

れ

る

こ

と

も

な

く

、

.又

そ

の

技

術

的

失

牧

が

(

た

と

え

あ

0 

た

.と

し

て

も

)

.
決

し

：
て

そ

の

出

現

を

け

し

さ

る

も

の

で

も

な

い

こ
と
を
十

分

に

'
. 

こ

こ

か

ら

■読

み

.と

り

う

.る

，か

ら

.で

あ

る

.。

.
■
機

械

田

植

の

方

が

：成

熟

が

早

く

，

根
 

の

分

.布

が

長

ぐ

大

き

い

と

'あ

れ

ば

更

に

ど

う

.
で

あ

ろ

う

か

。
■
更

に

i%
•

法

と

は

独

 

.

*

:
3

^

镅

.で

お

る

麇

具

編

^

{

^

:务

¥ .
努

働

に

ー

ょ

ー

る

農

機

具

の

齋

達

ゼ

、

「

戈

明

へ
 

:
め

，
ヤ

発

祥

地

、で

：灰

る

中

国

眷

銅

：期

か

.

^
現

_

を

至

；る

あ

と

^

げ

：バ

.と

ぐ

に

す

 

ぐ

ぎ

•の

.発

達

I

作

条

萆

本

W

耕

^

<

 

—

と

、
_
農

業

：の

簾

化

y

. m
化

に

新

し

ノ

. 

い

.道

を

祐

く

も

の

と

し

て

の

深

耕

黎

の

項

は

、日

本

の

.そ

れ

と

_も

比

較

し

”
極

め

.

-

て*

重
^

研
究
：で
：あ':ゐ

兔

：

：

戦
国
時
に
霞
初-
に
：牛
耕
具
が
使
用
ざ
れ
て
ば
来
、.

-'

c

1

%
繁

年

匕

:«
西

鲁

盤

県

篇

黎

で

創

製

さ

れ

芡

自

氣

移

行

深

耕

_

』

：い

'

は
並
立
式
畜
カ
牽
引
機
を
用
い
ノ
人
の
扶
け
を
必
要
と
ぜ
ず
い
自
歡
的
匕
運

^ '
'
.

 

し

，
深

度

は
.

一|

ー
.

〇
セ
ゾ

チ.
.
に
，も
達
す
る」

.
'に

■.

至.

る
：ま
で.

を

我

々
：

.

は
，知
る.

こ.
.
と.

が.. 

出
来
る
の
で̂

.

る
。
：

.

.

こ
と
に
，本
書
の
.す
で
に
述
べ
た
特
質
は

「

農
業
史
上
ょ
り. 

i

ス
キ
の
：役
割̂

の
節
：で
，.「

ス

キ

：
の

発

達

が

.

当

時
^

#

業
経
営
、

」 .
：ひ
い
て
：. 

は
興
の.

生
産
関
係
にV
と
う
い
っ.

た.

作
用.

を
'
ひ.

き
：起
し
た
：

.

か..
を
検
討
す.

る」

: '

と

を. 

ろ
：に
見
事
に
現
わ
れ
て
い
：る.'
0

長
床
黎.

の
形
成
と
ニ
半
以
土
の
畜
カ
を
必
要
と
：
 

し
た
耕
作
技
術
を
実
碼
で
ぎ
る
経
営
形
態
は
^

そ
れ
を
実
現
し1

る

自

然

的

地

：：
 

理
的
条
件
：

(

.

た
と
え
ば
華
北
の
畑
作
地
帯

)

。
を.

ぶ

：：ま

え
.

て
適
確.

に
つ
；か
事
又
ぢ 

る

。

そ

し

，
て

中

国

.̂

は

.r
l

農

業

生

産'
を

左

右

す

る

と

言

.

わ.

れ

る

耕

黎

も

、

.ほ

と

'V 

ん
ど
何
ら
の
变
化
も
な
ぐ
、：
従
っ
て

a

そ

；
の

生

産

力

の

飛

躍

的

展

開

：を

見

せ

る

？ 

ほ
：ど
の
事
態
も
解
放
前
ま
で
農
業
面
に
現
わ
れ
ず
、：；

.

社
会
経
済.

の.

漸
進
的
発
展 

は
農
業
経
営
の
労
働
集
約
化
广
低
級
作
物
め
高
級
作
物
：

.

へ
：の
搞
成
替
え
、
在
来 

農
業
技
術.

の.

改
善
と
い
：
■?

た
方
向
で
土
地
生
産
力
の
増
高
を
促
進
し
、
.
そ
の
間

ー
生
產
カ

.̂

生
產
関
係
め.
矛
盾
^
.

多
4

3 1
^

^
期
の
敷
房T

揆
に
端
を
発
す
る
：
 

危
機
的
現
象
と
し
て
爆
発
を
み
て
来
た
も
の
の
、
解
放
前
ま
で
は
、
社
会
変
革 

バ
^•
v '.
^
た
：深
刻
な
事
態
に
凌
^

達
ぜ
ず：

に 

長
く
封
建
的
な
生
産
関
係
を
；再
編 

成
す.
る
に
と
ど
ま0

て
来
た」

(

八
三
六
頁)

の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な 

わ
ち
、.
現

在

の

'
、

在

来

犁

よ

り

ニ

 
•
六
倍
も
効
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
双
輪 

'

效
燁
犟
:•
:
双
輪
単
嬅
楚
が
、
：
..
：去

播

種

機

、，.
収
穫
期
、：',
:.ハ
ロ

_
、

:

セ

ッ
,̂

と.
1>

ー
て
生
座
過
程
に
入
り
、.

-'
'

農
業
生
産
カ
を
飛
躍
的
に
高
め
'る
テ
コ
と 

し.

て
の
役
割
を
果
た
す
た
め

.

に.

は
、
農
業
で
つ.

く
.り
だ
し
た
価
値
を
農
業
生
産 

外
に
投
下
流
出
さ
せ
る.

よ
う
な
半
封
建
的
生
産
関
係
と.

.

零
細
経
営
の
払
拭
、
社 

: :
会
主
義
的
再
生
産
構
造
の
s

^

と

し

て

.
の

集

団

的

農

業

企

業

の

成

立

が

不

可 

.

欠

の

前

提

で
.

あ

っ

た

.。

 

.

三
’

• 

• 

•- 

: 

.

,
:

.'
:
:
本

書
- ^

は

水

稲

技

術

の

十

分

：な

検

討

の

外

に

.大

き

な

部

分

が

棉

作

技

術

に

も
 

:

割
か
れ
て
い
る';-
0

地
域
別
の
播
種
か
ら
収
«

ま
で
の
様々
な
方
法
、
更
に
在
来 

農
法
に
対
す
る
解
放
後
め
様
式
と

」

て
、
；深
耕
の
深
さ:'
'
播
種
期
の
引
上
げ' .

:
密
植
、
へ
棉
田
の
灌
溉-
昏
枝
、.
棉
作
と
麦
作
の
組
合
せ
、
脱
落
防
止
措
匱
な
ど 

の
克
明
な
解
明
に
よ
り
、
四
•
•
七
倍
と
い
う
生
读
量
の
飛
躍
的
増
大
の
背
景
を 

し
る

し
て
お
ら
れ
石
:0
い
ず
れ
に
し
て
も
、■
我
ヰ
は
統
計
数
字
の
総
生
産
量
増 

大

、
，
単

位

面

積

当

ゥ

：
収

量

増

大

の

最

.も

具

体

的

な

様

相

.を

知

り

、.
そ
.の
現
実
に. 

さ
ぐ
り
：入
る
こ
と.
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

：

.

.

.

.

.
バ
 

,

. 

，

一
-

:

; 

.

.

.
最
後
に
筆
者
は.
こ
こ
一
1
H
年
、.

一
九
一.
一
〇
年

〜

三

.〇

年

代

に

お

け

る

中

国

農
 

村
の
農
民
層
分
解
と
半
封
建
的
半
植
民
地
的
経
済
機
構
の
'中
で
作
用
し
規
定
さ

れ

た

伯

中

国

農

業

が

い

か

に

.：
し

て
.社
佥
主
：̂
^
:

へ
：0
移
行
の
母
体
と
：な
り
、： 

凍

束

澌

中
国
逾
済.
の

社
居
主
靡
的
苒
生
産

:'
^

造
の
A中
で
そ

の

農

業

の
後

進

性

が
 

い
か
，な
る

形
^
社̂

:̂

義
経
済
に
持
ら
：こ;̂
れ
、
.そ
の
中
で
说
皮
し
よ
ぅ
と 

':
L

て

い

.
^
か

を

追

嘯

し

て

来

た

の

で

あ

る

於

、

そ

の

途

次

い

つ

も

行

き

づ

ま

る 

の
：は

簡

接

的

生
_

過

程

に

お

汾

ん

使

用

価
_

現

点

か

ら

の

贫

業

生

黯

，カ

構

造

の 

内
実
に
対
す
る
文
献
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。..
‘ 

i

者
の
寡
聞
に
よ

る

こ

と

と

し

て

も

；
.本

麇

は

筆

者

に

''
>

っ

て

限

り

：な

べ

有

難

ぃ

賜

.り

も
.の

で

ぁ

っ

て

、

爾

後

博
 

士

力

御

上

^

の

.

^

，
.或

ぃ

は

学

会

め

ぁ

; >
で

余

分

な

質

問

で

お

わ

ず

ら

わ

せ

す

る

こ

と

な

く

u

の

汲

め

ど

も

つ

き

f

を

汲

む

と

と

の

出

来

る

喜

び

を

深

く

味

わ

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。
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茶

の
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，
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